
　　　　

2025 年 1 月 15 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

★にじいろフードパントリーへの参加（隔月第４土曜日）、年に２回の保護者会の開催　★クリスマス会（12月）、卒業生を送る会（３月）などによる他事業所との交流
★月間プログラムの実施（ソーシャルスキルトレーニング、アナログゲーム療育、制作活動、買い物レクリエーション、調理活動、お出かけイベント等）
★学習・進路選択支援（デジタル学習教材「すらら」の導入、面接・作文指導、進学先に関する情報収集のサポート）

（別添資料１）

家族支援

・子育てに対する悩みや困りごとを相談できる機会を設けていきます。
（年に２回の保護者会の開催、家族支援面談の実施等）
・連絡用アプリ（HUG）を活用しながら、こまめな情報共有と連携を行います
。

移行支援

・進路選択に際しての相談援助及び情報提供（地域資源に関する情報提供
、事業所見学の実施、面接・作文指導）を行います。
・本人の様子に変化がある時期には、学校との連携を図っていきます。

地域支援・地域連携

・社会貢献活動などを通じ、地域と交流する機会を設けていきます（にじいろ
フードパントリーへの参加等）。 職員の質の向上

・月に３度外部講師をお招きして、職員の力量向上の研修を行っていきま
す。

支　援　内　容

・固定の予定（通所）を定着させることで生活サイクルを整え、自分の身辺のことや予定の管理に意識を向ける習慣づけを行います。
・生活習慣や身だしなみ、衛生面に関するソーシャルスキルトレーニング及び小集団での活動（制作、買い物、調理、清掃等）を通して生活スキルの獲得・向上を図ります。
・獲得したスキルをもとに実践～振り返りを行い、生活習慣の継続や修正を行えるよう支援します。

・運動イベントや屋外活動を通して、体を動かす楽しさを味わったり気分転換をしたりする機会を設けていきます。
・アナログゲーム療育や制作活動を通して、社会自立に向けて必要な作業能力の向上を図ります。
・特性や感覚の過敏さに応じた環境調整の方法を伝え、ストレスのコントロール方法を身につけていけるようにします。

本
人
支
援

・各種アセスメントツール（心理検査、ISSP、SM社会生活能力検査、Vineland等）を用いて、それぞれの認知特性を把握しながら、活動に集中しやすく落ち着いて過ごせる環境を整え支
援を行います。
・得意なことで不得意なことを補うという視点で特性に対するアプローチを提案し、成功体験を積みながら子どもたちが自ら考え行動していけるように促していきます。

・気持ちや発言を共感的に受け止めながら、子どもたちが安心して自己表現を行えるようにします。
・ソーシャルスキルトレーニングや学習支援を通して、正しい語彙や気持ちの表現方法を獲得できるよう促していきます。
・報告、連絡、相談など、社会自立のために必要なコミュニケーションの練習を実践場面を作りながら行っていきます。

・ソーシャルスキルトレーニングやアナログゲーム療育などの小集団活動を通して、他者と協働して物事に取り組む場面での成功体験が積めるように支援します。
・集団生活でのルールやマナーを事業所の活動プログラムの中で伝えていき、その必要性を理解して守れるように促していきます。
・社会自立を見据えて法律や罰則のことについても触れていき、事業所卒業後も社会や集団の一員として、道徳心をもって過ごせるように促していきます。

支援方針 安心して過ごせる居場所で、仲間との交流を通して互いに学び合い、社会自立に向けた自信と行動力を育みます。 

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・子どもの個性を未来へと繋ぐ架け橋となる。
・専門性を活かし安心を届け社会に貢献する。
・利他の心をもってお互いの信頼関係を築く。

事業所名 NIJIIRONOBA 作成日支援プログラム（参考様式）


